
A-02

A-03 地下１階、１階 平面図、軒天範囲図

A-01

A-05

建築意匠図 A

図面番号 タイトル SCALE

■図面リスト

1/200

特記仕様書、建具表

立面図

A1：-図面名称

工事名

都　市　部　　建　築　計　画　課

横  須  賀  市担当者

令和 ７年 ９月作  図

氏　名
設計者資格

縮  尺図  番

主査等課  長市民病院中央棟外壁改修工事

A-00表紙・図面リスト
A3：-

1/100

1/400

1/200

E-01

E-03

E-04

E-02

1/200

電気設備図 E

1/200既存撤去・取外　地下１階、１階 平面図

1/200

1/200

既存撤去・取外　３～５階 平面図

既存撤去・取外　R階 平面図、既設撤去照明姿図

改修後　地下１階、１階 平面図

工事概要、案内図、配置図・仮設計画図（参考図）

M-01 地下１階、１階 平面図

２～５階 平面図M-02

機械設備図 M

1/200

1/200

A-00 表紙・図面リスト ー

A-04 ２～Ｒ階 平面図 1/200

図面番号 タイトル SCALE 図面番号 タイトル SCALE

A-06 1/200断面図、各部詳細図

E-05 1/200

改修後　３～５階 平面図

E-06 1/200

改修後　R階 平面図、新設照明姿図 R階 平面図M-03 1/200



案内図

A1：1/400図面名称

工事名 横  須  賀  市担当者

令和 ７年 ９月作  図

氏　名
設計者資格

縮  尺図  番

主査等課  長

A-01工事概要、案内図、配置・仮設計画図（参考図）
A3：1/800

市民病院中央棟外壁改修工事

工事区分表

配置・仮設計画図（参考図）　（1/400）

（凡例）

▲工事車両出入口　

都　市　部　　建　築　計　画　課

：工事対象建築物

 中央棟・・・鉄筋コンクリート造 地下１階、地上５階

工 事 概 要

外壁タイル面

施工数量調査　タイル面

下地補修　　　　ひび割れ部：Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法（1.0mm以上）　20m

　　　　　　　　　　欠損部：ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法 □100　15か所

　　　　　　　　　　爆裂部：鉄筋露出部ｹﾚﾝ、防錆処理、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法 □100　10か所

　　　　　　　　　　浮き部：ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　90穴

下地処理　　　　酸洗い工法、水洗い工法10～15MPa

仕上げ　　　　　 透明樹脂系外壁複合改修工法によるﾀｲﾙ剥落防止塗膜材塗布

改修工法①　　 下地ﾓﾙﾀﾙ塗りの上、磁器質ﾀｲﾙ張り（50角）　平物 10.2㎡　役物 50.8m

改修工法②　　 外壁複合改修工法

外壁塗装面

施工数量調査　塗装面

下地補修　　　　ひび割れ部：Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法（1.0mm以上）　10m

　欠損部：ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法 □100　20か所

　爆裂部：鉄筋露出部ｹﾚﾝ、防錆処理、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法 □100　5か所

　浮き部：ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　10穴

仕上げ　　　　　 複層塗材E

下地調整　　　　ｾﾒﾝﾄ系下地調整材C-1

左官面

(巾木)

施工数量調査　モルタル面

下地処理　　　　水洗い工法10～15MPa

仕上げ　　　　　 壁薄塗ﾓﾙﾀﾙ塗り（金ごて 厚5 既調合品）

シーリング打替え
MS-2(10×10)　　EXP.J廻り・ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ廻り

MS-2(20×10)　　ｻｯｼ廻り

軒天

（石綿含有）

既存ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6（石綿含有）撤去（LGS下地共）

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6（突付）（LGS、塩ビ製廻り縁、竪樋貫通部丸穴加工 共）

素地ごしらえB種の上、EP塗り（一部、外装薄塗材E塗り）

とい 亜鉛鋼管120φ撤去（竪樋・横引き樋　支持金物共）

塗装
塗装箇所：埋込型通気金物

仕様：DP塗りB種（上塗り等級１級）、下地調整RB種

その他 既存網戸 取外し再取付け（水洗い清掃共）173枚・戸車交換346個

下地処理　　　　水洗い工法10～15MPa

※屋外階段・避難用滑り台・ドライエリア外周の擁壁・スロープは工事対象外
※中央棟とRⅠ棟を接続する渡り廊下は工事対象外
※２階にある中央棟と東棟を接続する渡り廊下は、Exp.Jまでではなく、東棟側の入隅までを
　 工事対象とする。
※作業員の駐車スペースについては、松越川西側の市民病院専用駐車場が使用可能。
※資材置場等を敷地内屋外に設置する場合、救急車等の車両通行の妨げとならないよう
　 建物側に寄せて設置すること。
※作業員の移動にあたっては、病院内サービスEVを使用可能。（資機材の搬出入は不可）
※作業範囲に面する開口部は、プラベニヤ等、室内の採光に支障がない材質のボードにより
　 養生すること。
　 また、タイル剥離防止塗膜材のプライマーを塗布する際は施設側と協議の上、開口部養生
　 の張替調整を行うこと。



A1：1/100図面名称

工事名

都　市　部　　建　築　計　画　課

横  須  賀  市担当者

令和 ７年 ９月作  図

氏　名
設計者資格

縮  尺図  番

主査等課  長市民病院中央棟外壁改修工事

A-02特記仕様書、建具表
A3：1/200
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章 項　目 特記事項 章

章 項　目 特記事項

特記仕様書

１．本特記仕様書は、本工事における建築関連工事に適用する。

２．本特記仕様書における採用事項

　①．項目欄は番号等に　　印を附したものを適用する。

　③．特記事項は ・印を附したものを適用する。但し ・印の付かない場合は※印の附した事項を採用する。

　　　・ 印と ※印を附した場合は共に適用する。

３．本特記仕様書に記載なき事項については下記による。

４．その他事項

　②．項目欄に　　印を附し特記事項欄に ・印を附していない場合は標準仕様書による。

　・「改正建築基準法に対応した建築物のシックハウス対策マニュアル」(編集：国土交通省住宅局建築指導課他)

　・各項目欄の番号(例：1.4 ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に照合する　

　・各項目欄の番号(例：1.* ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に該当しない項目とする　

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  建築物解体工事共通仕様書　平成4年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版

登録：　・適用　・不適用　・現場説明書による

その他の施工条件　：　・図示　・現場説明書による　・　

発生土仮置場　　　：　・図示　・現場説明書による　・　

資材、機材置場　　：　・図示　・現場説明書による　・敷地内　

工事車両の駐車場所：　・図示　・現場説明書による　・敷地内

施工順序等の制約：　・無し　・有り【・現場説明書による　・図示　・　　　　　】

・仮設材以外の全ての建築材料（仕上材、下地材、副資材）のホルムアルデヒド放散量

　はＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合は原則としてＦ☆☆☆☆

　とする。但し使用予定材料にＦ☆☆☆☆が存在しない場合は監督員と協議のうえ決定

　する。

見本施工の実施：　・実施しない　・実施する【実施箇所等：　・図示　・　　　　】

調査方法：　・非破壊検査　・破壊検査　・　

調査範囲：　・図示　・現場説明書による　

　　　　　　・図示　・　

補修方法：　・破壊検査後の復旧に関しては監督員と協議の上決定する

内部足場の種別：　・脚立　・足場板　・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ　・枠組足場　

材料等の運搬方法：　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

既存部分養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する

保護シートの設置：　・設置する　・設置しない

外部足場の設置、種別：　・設置しない　・設置する【・枠組足場　・単管足場　・　】

　・（　）号（会議室（　　）ｍ2 を含む）

　・（　）号に会議室（　　）ｍ2 を加えた規模

◎監督員事務所の規模、設備、備品等

　・専用電話　・兼用FAX　・冷暖房機　・机　・椅子　・書棚　・検査用具

　・その他；

監督員事務所の設置：　・必要　・不要　

構内既存の用水施設：・利用できない ・利用できる(・有償・無償・施設管理者と協議)

　　　　　　　　　　　・動力以外利用できる(・有償 ・無償 ・施設管理者と協議)

　・各項目欄の番号(例：●公○章***、公***、●公***）は公共建築工事標準仕様書の各項目に相当する
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章 項　目 特記事項

１．共通事項

防水工事の保証書の提出及び保証年限

降雨等による養生方法：　※標準仕様書3.1.3(5)による　・図示　・　

　・保証年限10年；ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　・合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水

　・保証年限10年；塗膜防水　・その他；

　　施工者は、防水材料製造所の施工者とし、監督員の承諾を受ける＞

　　＜保証書（請負人、材料製造所、防水施工者の連帯保証）は各２通提出する．防水

◎シーリング改修工法の種類

施工部位

・外壁開口部建具廻り目地

備　考工法の種類

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法・外壁ｺﾝｸﾘｰﾄ誘発目地

７．シーリング

種類及び施工箇所：　・種類は標準仕様書表3.7.1により施工箇所は下表による

　　　　　　　　　　・　

ノンブリードタイプシーリング材の適用：　※使用する　・使用しない

施工箇所 シーリング材の種類 目地寸法(mm) 保証年限

20(W)x10(D)・ｻｯｼ廻り

　施工箇所：　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞで仕上げありの部位

◎モルタル塗り仕上げ外壁

１．一般事項

　欠損部改修工法の種類：　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　

　ひび割れ部改修工法の種類：　・樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗り替え工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　浮き部改修工法の種類：  ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

◎タイル張り仕上げ外壁

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　欠損部改修工法の種類：　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼替え工法

　浮き部改修工法の種類：  ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　目地改修工法の種類：　・目地ひび割れ部改修工法　・伸縮目地改修工法

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ張替え工法

　　・外装薄塗材E　砂壁状　吹付け

　新規仕上げの種類：

３．モルタル塗り仕上げ外壁の改修

　充填工法用材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　シール工法用材料：　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　Ｕカットシール材充填工法用材料：

　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　　アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ4mm・全ﾈｼﾞ)　・図示　・　

　　ポリマーセメントスラリー：　・図示　・　　

　　注入口付アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ6mm)　・図示　・　

　アンカーピンニング（注入口付アンカーピンニング）注入工法用材料：

　モルタル塗替え工法用材料：

　タイル貼替え、及びタイル部分貼替え工法用接着剤：

　　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材【※1成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　※2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・　　　　　　　　　　】

◎塗り仕上げ外壁
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タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

・

・

・役物

・役物

タイルの試験張り：　・行わない　・行う

タイルの見本焼き：　・行わない　・行う

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法注入工法の種類：　※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

張付け材料：　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・変成ｼﾘｺﾝ樹脂　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂

　　　　　　　・ｼﾘｺﾝ樹脂　・　

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法（注入間隔：※200～300mm　注入量：約　　cc/m）　

　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　】

充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

施工部位

・行う　・行わない

接着力試験工法

・密着張り　・改良圧着張り

・改良積上げ張り

・ﾏｽｸ張り　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り　・図示

・陶磁器ﾀｲﾙ接着剤張り

◎有機系接着剤による陶磁器タイル張り工法

　打継ぎ目地・ひび割れ誘発目地：　※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

　伸縮調整目地・その他の目地：　※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

工法名称
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12

13 20 12 20

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

◎アンカーピンニング工法

9 9

169

※9 ※9

※16

※16 ※16

※25

※25

※25

※25

※50

※50

指定部分：見上げ部、庇の鼻先、まぐさ隅部　

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

誘発目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　

伸縮目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　

タイル下地モルタルの接着力試験：　・行う　・行わない

塗料の防火材料の指定：　・図示　・無　・有（基材同等　

鉄鋼面

亜鉛メッキ鋼面

モルタル、プラスター

コンクリート、ＡＬＣパネル

押出成形セメント板

せっこうその他のボード

木部（透明系塗料塗り部）

種　別塗装面の種類

２．下地調整

木部（不透明塗料塗り部） ・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

１．一般事項

７
章

　
塗
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事

３　年

9

　MS-2

外壁面 磁気タイル・50角

項　目 特記事項 項　目 特記事項章

【特記仕様書】

外壁

　外壁タイルの汚れ洗浄方法：・酸洗い（タイルクリーンNEO（SK化研）同等品以上）　　

透明樹脂系外壁複合改修構工法：コニシ(株) アクアバインド工法　同等品以上

　　　　　　　　　　　　　　・水洗い（10～15MPa）

記 号 数 量

姿 図

記 号 数 量

姿 図

９
章

　
環

境
配

慮
改

修
工

事

※簡易接着性試験　・引張接着性試験

10(W)x10(D)・EXP.J・ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ廻り 　MS-2 ３　年

8か所 2か所AW
18

AW
19

3030

1
8
2
0

（渡り廊下1） （渡り廊下1）

1800

1
3
5
0

AW
20 6か所

（渡り廊下2）

1700

1
6
0
0

3か所AD
6

675

2
0
0
0

・採用する外壁複合改修工法の施工要領等によりｱﾝｶｰ本数を変更する場合は、監督員と協議すること

４．錆止め塗料塗り

鉄鋼面：　・As種　・Bs種　※Cs種　※Ds種　・Es種

※新規の場合は１回目の錆止め塗料塗りはCs種、2・3回目の錆止め塗料塗りはDs種とする

鉄鋼面見え掛かり部分新規塗り工法：　※A種　・B種　・C種

鉄鋼面見え隠れ部分新規塗り工法：　・A種　※B種　・C種

鉄鋼面塗替え部分工法：　・A種　・B種　・C種

８．耐候性塗料塗り（ＤＰ）

10．合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り（ＥＰ）

・A種　・B種　・C種

1
6
0
5

1
6
0
5

1
6
0
5

1
6
0
5

8
0
0

8
0
0

1825

2
6
8
5

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ改修に伴う 既存網戸 取外し水洗い再取付け・戸車交換を含む

タイル：(株)LIXIL ｶﾗｺﾝﾓｻﾞｲｸSｶﾗｰ（CCN-155/53、CCN-155/54、CCN-155/55）同等品以上

上塗り塗装の等級　１級ふっ素樹脂

・A種　・B種　・C種

網戸各２枚 網戸各２枚 網戸各２枚 網戸各２枚 網戸１枚 網戸各１枚 網戸各１枚

網戸１枚 網戸各１枚

４．タイル張り仕上げ外壁の改修

・手動式エポキシ樹脂注入工法（注入間隔：・200～300mm　）

・機械式エポキシ樹脂注入工法（注入間隔：・200～300mm　）

１．石綿含有建材の除去工事

石綿含有建材の事前調査

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する資料等により石綿を含有している吹付け材、

　成形板、建築材料等の使用の有無について調査する

　　貸与資料　・石綿分析結果報告書（分析実施:2025年5月）

　　　　　　　　調査部位：バルコニー天井、屋上ハト小屋外壁、東棟接続部渡り廊下外壁

※建築物の解体工事、石綿含有建材の除去工事について、以下の基準を摘要する

・建築物等の解体等の作業及び労働者が石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での

 労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針（令和2年9月8日付け 技術上の指針公示第22号）

・建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル　令和3年3月

 （厚生労働省、環境省）

養生等：

　バルコニーにおける石綿除去作業においては、室内への石綿の侵入を防止するため、

　建具は閉とした上で開口部養生を行い、隙間を目張りする

　また、外部への石綿飛散を防止するため作業範囲を養生シート等で適切に隔離する

石綿含有成形板の種類

使用部位材料名

ケイ酸カルシウム板 バルコニー天井

厚さ（mm）

t6

　※上記以外に石綿含有が疑われる建材があった場合は、速やかに監督員と協議すること

除去した石綿等の処理

　※各種廃棄物分類に応じた最終処分場で埋立処分

　・中間処理

　　・石綿の中間処理に適する溶融施設において溶融処理

　　・大臣認定を受けた無害化処理施設において無害化処理

　　既製目地材の適用：　・適用しない　・適用する：　

外壁複合改修工法の保証年限 10年
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A1：1/200図面名称
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縮  尺図  番

主査等課  長
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ヨコ引樋位置

凡例

タテ樋位置（既存鋼管接続部水平垂直切断、

  既存といｽﾗﾌﾞ下SUS製支持金物設置、

　中間タテ樋振れ止め設置

 （中継用ﾄﾞﾚｲﾝｽﾄﾚｲﾅｰ　下り止め共））
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A1：1/200図面名称

工事名 横  須  賀  市担当者

令和 ７年 ９月作  図

氏　名
設計者資格

縮  尺図  番

主査等課  長

A-042～R階 平面図
A3：1/400

市民病院中央棟外壁改修工事
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都　市　部　　建　築　計　画　課

凡例
タテ樋位置（既存鋼管接続部水平垂直切断、

　既存といｽﾗﾌﾞ下SUS製支持金物設置、

　中間タテ樋振れ止め設置（中継用ﾄﾞﾚｲﾝｽﾄﾚｲﾅｰ　下り止め共））
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令和 ７年 ９月作  図

氏　名
設計者資格

縮  尺図  番

主査等課  長

A-05立面図
A3：1/400

市民病院中央棟外壁改修工事
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50角磁器質タイル

壁薄塗モルタル塗り（金ごて 厚5 既調合品）
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⑫通り 東立面図（ハト小屋）　（1/200）
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※既存埋込み型通気金物 65φ（4か所）

※プルボックス150角（5か所）：シーリング（3方）

                    250角（1か所）：シーリング（3方）

                    350角（1か所）：シーリング（3方）

　（設置位置は電気設備図による）
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A-06断面図・各部詳細図
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市民病院中央棟外壁改修工事

都　市　部　　建　築　計　画　課
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既存ケイカル板（石綿含有）撤去の上、

新設ケイカル板（EP塗り）

仕上凡例

50角磁器質タイル

壁薄塗モルタル塗り（金ごて 厚5 既調合品）
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下地調整C-2・複層塗材EC
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東棟施工分

Ａ部参考詳細図参照

地下1階平面図　（1/200）

G2

ｶﾒﾗ付きﾄﾞｱﾎﾝ子機取外し品を足場設置時足場外部に移設,EM-AE1.2-2C・5m

見込む、工事完了時元の位置に再取り付け。ﾎﾞｯｸｽ直付け型

地下1階平面図　（1/200）

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

当初ﾎﾞｯｸｽ位置に150×150×100SUSwp

取り付けEM-EEF1.6-3C(G22)2m敷設

G1

ﾎﾞｯｸｽ直付け型G2

ﾎﾞｯｸｽ直付け型G1

雨線内へ移動

EM-EEF1.6-3C(G22)

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

雨線内へ移動

天井施工及び足場設置時はEM-CE5.5sq-3Cをｺﾛｶﾞｼ配線で仮敷設し最終撤去する。
EM-S-5C-FB(G22)

P.Box200×200×200SUSwp新設

P.Box150×150×100SUSwp新設

P.Box既存のままで利用
SUS

固定ﾚﾝｽﾞITVｶﾒﾗ取外し品を足場設置時

足場外部に移設,EM-S-5C-FB・5m見込む

工事完了時元の位置に再取り付け。

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ直付け型

P.Box既存のままで利用
SUS

EM-CE5.5sq-3C(G22)×2

天井施工及び足場設置時はEM-S-5C-FBをｺﾛｶﾞｼ配線で仮敷設し最終撤去する。

1階平面図　（1/200）

立ち上げ部H=2500既存配線を新設露出配管(G22)に入線

ﾎﾞｯｸｽ隣接に取り付け型

当初ﾎﾞｯｸｽ位置に150×150×100

SUSwp取り付け

当初ﾎﾞｯｸｽ位置に150×150×100SUSwp取り付け

EM-EEF1.6-3C(G22)

P.Box150×150×100SUSwp
EM-EEF1.6-3C(G22)

新設E

VVF1.6-3C(VE22)地中埋設・既存利用
既存H.H残置

EM-EEF1.6-3C(G22)

E
ﾀｲﾙ改修後250×250×150

SUSwpﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ取り付け

Ａ部参考詳細図

底面に熱線ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ取り付け

SUSwpﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ150×150×100

Ａ 照明器具

中央棟施工時にEM-EEF1.6-3C(G22)を敷設する



4階平面図　（1/200）

3階平面図　（1/200）

ﾎﾞｯｸｽ直付け型B

ﾎﾞｯｸｽ直付け型B

5階平面図　（1/200）

ﾎﾞｯｸｽ直付け型B



R階平面図　（1/200）

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

250×250鋼板ﾌﾟﾚｰﾄ撤去

避雷導線2m棟上げ導体と接地間

接続、支持2か所

ﾀｲﾙ修復後350×350×100

SUSwpﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ取り付け

B

●相関色温度：5000K　平均演色評価数(Ra)：83

●公共型番：LSS１MP/RP-2-14（G2)

●器具光束：1100lm程度

●相関色温度：5000K　平均演色評価数(Ra)：70

ＬＥＤ9.0Ｗ防犯灯

●昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

●拡散タイプ、防雨型、ネジ方式
●アルミダイカスト（オフブラック）

ＬＥＤ　ＦＬ２０Ｗ相当照明器具

ＬＥＤ　ＦＬ４０Ｗ相当照明器具

●公共型番：LSS１MP/RP-2-7（G1)

●ＬＥＤ（昼白色）

●保護等級：IP23

●ＬＥＤ（昼白色）

●明るさセンサ内蔵

●器具光束４５５ｌm程度

G1×2台
G2×2台

×2台

×4台

新設照明姿図

ブラケット　６０形電球１灯器具相当



記入された取外と記入以外の機器、配線、配管は撤去する

取外と記入機器は足場設置時に使用に支障が在るため支障のない

位置に一時取り付け足場撤去時に元の位置に取り付け復旧する。

地下1階平面図　（1/200）

FL20-1ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

地下1階平面図　（1/200）

パッケージエアコン屋外機4.0Kw、4.5Kw、3.6Kw、5.0Kw

FL20-1ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

パッケージエアコン屋外機5.6Kw取外し・再取付

コンデンシングユニット0.75Kw(上段)
FL20-1ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

ｶﾒﾗ付きﾄﾞｱﾎﾝ子機取外し

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

FL20-1ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

FL40-1ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄｊ

丸露出ﾎﾞｯｸｽ撤去

P.Box既存のままで利用
SUS

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ直付け型

固定ﾚﾝｽﾞITVｶﾒﾗ取外し

5C-FB(G22)撤去

CV5.5sq-3C(VE22)×2撤去

P.Box既存のままで利用
SUS

1階平面図　（1/200）

既存看板

FL40-1ﾌﾞﾗｹｯﾄ自動点滅器共

VVF16-.6-3C(VE22)1.2m配管、

ｊ

P.Box100*100*100撤去
VVF1.6-3C(VE22)撤去

配線共撤去

VVF1.6-3C(VE22)地中埋設
既存H.H残置

立ち上げ部H=2500撤去(G22)に取り換え

ﾎﾞｯｸｽ隣接に取り付け型

HF100-1ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ｅ

東棟施工分
VVF1.6-3C(VE22)撤去

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ150×150×100撤去

ﾀｲﾙ改修後250×250×150

SUSwpﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ取り付け

パッケージエアコン屋外機5.6Kw取外し・再取付×３

e

HF100-1ﾌﾞﾗｹｯﾄﾎﾞｯｸｽ共撤去

ﾎﾞｯｸｽ隣接に取り付け型



パッケージエアコン屋外機3.6Kw

パッケージエアコン屋外機3.6Kw

パッケージエアコン屋外機4.0Kw×２

2階平面図　（1/200）

3階平面図　（1/200）

C

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

IL60-1餅型ｸﾞﾛｰﾌﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ

記入された取外と記入以外の機器、配線、配管は撤去する

取外と記入機器は足場設置時に使用に支障が在るため支障のない

位置に一時取り付け足場撤去時に元の位置に取り付け復旧する。

パッケージエアコン屋外機5.6Kw×２

IL60-1餅型ｸﾞﾛｰﾌﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

C

5階平面図　（1/200）

4階平面図　（1/200）

C

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

IL60-1餅型ｸﾞﾛｰﾌﾞﾌﾞﾗｹｯﾄ

パッケージエアコン屋外機10.0Kw



R階平面図　（1/200）

記入された取外と記入以外の機器、配線、配管は撤去する

取外と記入機器は足場設置時に使用に支障が在るため支障のない

位置に一時取り付け足場撤去時に元の位置に取り付け復旧する。

FL20-1ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾎﾞｯｸｽ直付け型

及び避雷導線2m撤去

不要避雷針用ﾌﾞﾗｹｯﾄ×4

250×250鋼板ﾌﾟﾚｰﾄ撤去

ﾀｲﾙ修復後350×350×100

SUSwpﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ取り付け

空調機現状形態要領図

空調機足場設置時配線要領図
仮敷設配線

EM-CE5.5sq-3C、E3.5sq

EM-CE14sq-3C、E5.5sq

EM-CE22sq-3C、E5.5sq

150×150×100

150×150×100

200×200×150

空調機足場設置時配線要領図

空調機に結線されている既設電源を取り外す。

仮設足場に樹脂製仮接続用P.Box防水型を設置する。

仮移設時に敷設する延長配線とP.Box内で接続する。

仮敷設された配線を仮設置空調機に接続する。

現状復旧時には仮敷設された配線及びﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽを撤去する。

既設配線を空調機に結線する。

本工事は電源のみとする。

空調機容量(Kw)

5.6，7.1

10，12.5

負荷容量別配線表(仮設配線5m敷設)

0.75,3，3.6，4，4.5，5，5.5，

樹脂製ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

鋼管×1

×2台

×3台

ＨＦ１００Ｗ防犯灯

×5台

ＦＬ４０－１ブラケット

×2台

ＩＬ６０Ｗ餅型グローブ ＦＬ２０－１ブラケット








